
 

データ  シート
Cisco Catalyst 6500 シリーズ
Supervisor Engine 1A および 2
シスコのハイエンドなモジュラ型マルチレイヤ スイッチである Cisco® Catalyst® 6500 シリーズは、ディス ト リビューシ ョ ン

からコア、 データセンター、 WAN エッジに至るまで、 広い範囲におけるセキュアな統合サービスを提供します。

Cisco Catalyst 6500 シ リーズ スーパバイザ エンジンは、 実績あるシスコのソフ ト ウェアに基づいて最新のスイ ッチング テク ノ

ロジーを提供するこ とによ り、 企業およびサービス  プロバイダー環境における次世代のスケーラブルかつインテ リジェン ト な

マルチレイヤ スイ ッチング ソ リ ューシ ョ ンを推進します。 データ、 音声、 ビデオを単一プラ ッ ト フォームに統合し、 完全に統

合された IP コ ミ ュニケーシ ョ ンを可能にする Cisco Catalyst 6500 シ リーズ スーパバイザ エンジンは、 インテ リジェン トで復元

力のある、 スケーラブルかつセキュアな高性能マルチレイヤ スイ ッチング ソ リ ューシ ョ ンを実現します。

多くの実績を持つ Supervisor Engine 1A および Supervisor Engine 2 は、 ワイヤ リ ング ク ローゼッ ト、 ディ ス ト リ ビューシ ョ ン /
コア、 データ  センター、 および WAN エッジなど、 さまざまな場所で利用されており、 セキュ リ ティ、 音声、 コンテンツなど

の高度なサービスをコンバージド  ネッ ト ワークにシームレスに統合するこ とで、 総所有コス トの削減を可能にしています。 ま

た、 新たなモデルである Supervisor Engine 720 は、 720 Gbps のスイ ッチ ファブリ ッ クを使用した最大 400M パケッ ト / 秒のス

ケーラブルなパフォーマンスを実現し、 高性能を必要とするコア、 データ  センター、 およびメ ト ロ  イーサネッ トへの配置に最

適です。

Cisco Catalyst 6500 シ リーズ スーパバイザは、 共通のインターフェイス、 オペレーティング システム、 および管理ツールを採

用するこ とによ り、 予備部品の共通化を可能と し、 ト レーニングの必要性を最小限に抑えるなど、 運用上の一貫性を実現して

います。 また、 すべてのモジュールのパフォーマンスが予測可能であ り、 さまざまな機能を提供しています。 次に、 Supervisor
Engine 1A および Supervisor Engine 2 の特長を示します。

• 豊富な機能を備えたワイヤレートのインテ リジェン ト なネッ ト ワークサービス  ― IEEE 802.1X 拡張機能に基づくアイデン

ティティ  ベースのネッ ト ワーキング機能や、 2 つの AutoQoS コマンドによる設定の簡素化など、 包括的なセキュ リティ と

きめ細かい Quality of Service （QoS; サービス品質） メカニズムをサポートおよび補完します。

• エンドツーエンドの柔軟な配置 ― ワイヤ リ ング ク ローゼッ トからディ ス ト リ ビューシ ョ ン / コアまで、 あるいはデータ  セ
ンターから WAN エッジおよび MAN まで、 ネッ ト ワークのどこにでも配置できます。

• スケーラブルで予測可能なパフォーマンス  ― 柔軟なスイ ッチ ファブリ ッ ク とフォワーディング アーキテクチャによ り、

15 Mpps/32 Gbps （Classic インターフェイス  モジュール） から 30 Mpps/256 Gbps （CEF256 インターフェイス  モジュール）、

あるいは 210 Mpps/256 Gbps （dCEF256 インターフェイス  モジュール） までのスループッ ト を実現し、 マルチギガビッ ト  ト
ランクをサポートするネッ ト ワーク  コアでもその性能を発揮します。

• 柔軟なマルチレイヤスイ ッチング サポート とフォワーディング アーキテクチャ  ― 同じスーパバイザで、 基本的なレイヤ 2
フォワーディングにも、 豊富な機能を備えた Cisco Express Forwarding （CEF） を選択するこ と もできます。

• さまざまなオペレーティングシステムのサポート  ― Cisco IOS® ソフ ト ウェア、 Cisco Catalyst OS ソフ ト ウェア、 Hybrid OS
（Cisco Catalyst OS ソフ ト ウェア + MSFC で動作する Cisco IOS ソフ ト ウェア） をサポート しています。

• 運用上の一貫性 ― Cisco Catalyst 6500 シ リーズの 6503、 6503-E、 6506、 6506-E、 6509、 6509-E、 および 6513 の全シャーシ

で、 3 世代にわたる Cisco Catalyst 6500 シ リーズインターフェイス  モジュールとサービス  モジュールをサポート します。 ま

た、 Cisco IOS ソフ ト ウェアおよび Cisco Catalyst オペレーティングシステム  ソフ ト ウェアに対応しており、 シスコシステム

ズのその他の多くの製品ラインと同様に Cisco Catalyst 6500 Supervisor Engine 1A および 2 をサポートするシスコネッ ト ワー

ク管理ツールも動作します （13 スロ ッ トのシャーシでは、 Supervisor Engine 2 のみが装着できます）。
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• 優れたネッ ト ワーク稼働時間とユーザ生産性 ― 冗長化された Cisco Catalyst 6500 スーパバイザ エンジン間で 1 ～ 3 秒とい

う高速のステート フル フェイルオーバーを可能にするなど、 フォールト ト レラン ト なネッ ト ワーク復元力とハイアベイラ

ビ リ ティ機能を実現します。 これによ り、 IP テレフォニーに対応したワイヤ リ ング ク ローゼッ ト を含むビジネス  ク リ ティ

カルなネッ ト ワーク環境でも、 ビジネスに影響を与えるこ とな く ソフ ト ウェアのアップグレードが可能です。

• さまざまな管理ツール ― CiscoWorks ネッ ト ワーク管理プラ ッ ト フォーム、SNMP （簡易ネッ ト ワーク管理プロ ト コル） バー

ジ ョ ン 1、 2、 3、 および 4 つの RMON グループ （統計情報、 履歴、 アラーム、 イベン ト ） をサポート します。

Cisco Catalyst 6500 シ リーズのモジュラ型スイ ッチの一部である Supervisor Engine 1A および 2 は共通のオペレーティング シス

テムと CLI を使用します。 エンドツーエンドの Cisco Catalyst 6500 シ リーズ ソ リ ューシ ョ ンを推進するこ とで、 運用上の一貫

性を最大限に高め、 予備部品の共通化を可能と し、 ト レーニングの必要性を最小限に抑えます （図 1）。

図 1 Supervisor Engine 1A および Supervisor Engine 2
Supervisor Engine 1A-PFC

Supervisor Engine 2-MSFC2

Supervisor Engine 1A および Supervisor Engine 2 の導入例

Cisco Catalyst 6500 は、 さまざまなインターフェイス  モジュール、 サービス  モジュール、 シャーシ / スロ ッ ト構成に対応してい

るだけでなく、スケーラブルな一連のスーパバイザ エンジンを備えているため、ネッ ト ワーク内の任意の場所に配置できます。

次の図では、 ワイヤ リ ング ク ローゼッ ト 、 ディ ス ト リ ビューシ ョ ン、 コア、 データ  センター、 WAN エッジ、 およびメ ト ロに

配置された Cisco Catalyst 6500 を表すと と もに、 ネッ ト ワークの各部分で推奨されるスーパバイザ エンジンを示します。
© 2005 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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図 2 Cisco Supervisor Engine 1A および Supervisor Engine 2 の導入例

次の表に、 Cisco Catalyst 6500 シ リーズ スーパバイザ エンジンの主な配置例を示します。

表 1 Cisco Catalyst 6500 シリーズ スーパバイザ エンジンの配置例

スーパバイザ エンジン パフォーマンス / 機能 推奨される配置

Supervisor Engine 720 400 Mpps、 720 Gbps

レイヤ 2 ～ 4 の Distributed Cisco Express 
Forwarding （dCEF）

新しい Accelerated Cisco Express Forwarding
（aCEF） 720 および dCEF 720 インターフェイス

モジュールをサポート

エンタープライズ コア、 デ ィ ス ト リビューシ ョ

ン、 およびデータ  センター

Supervisor Engine 2

Policy Feature Card 2（PFC2; ポリ

シー フ ィーチャ  カード 2）

Multilayer Switch Feature Card 2
（MSFC2; マルチレ イヤ スイ ッ チ

フ ィーチャ  カード 2）

210 Mpps、 256 Gbps

レイヤ 2 ～ 4 の dCEF

dCEF 256 インターフェイス モジュールをサポート

エンタープライズ ディス ト リビューシ ョ ン、

データ  センター、 および WAN エッジ

Supervisor Engine 1A

PFC

MSFC2

15 Mpps、 32 Gbps

一元的なレイヤ 2 ～ 4 フォワーディング

拡張セキュリテ ィ と QoS

ディス ト リビューシ ョ ンおよびコア

Supervisor Engine 2

PFC2

30 Mpps、 256 Gbps

一元的なレイヤ 2 フォワーディングとレイヤ 3 ～ 4
サービス

拡張セキュリテ ィ と QoS

ハイエン ドのワイヤリング クローゼッ トおよび

データ  センター アクセス

WAN Edge 
Supervisor 2 
with MSFC2

Metro 
Supervisor 

720

Data Center
Supervisor 720 
or Supervisor 2 

with MSFC2

Core
Supervisor 720 
or Supervisor 2 

with MSFC2

Distribution
Supervisor 2 

with MSFC2 or 
Supervisor 720

Wiring Closet
Supervisor 2 
with PFC or 
Supervisor 

1A-2GE

WAN

Si Si

Si

Si Si

Si
Si

Si
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Supervisor Engine 1A および 2 の機能

Supervisor Engine 1A および 2 には、 次のよ うな機能があ り ます。

• ハイ  アベイラビ リ ティ

• スケーラブルなパフォーマンス

• ワイヤレートの ト ラフ ィ ッ ク管理

• エンドツーエンドの管理ツール

• 包括的なセキュ リ ティ

• 高度なレイヤ 3 およびレイヤ 4 フォワーディング

ハイ  アベイラビリテ ィ

Supervisor Engine 1A および 2 は、 Cisco Catalyst 6500 シリ ーズの全シャーシ （6503、 6503-E、 6506、 6506-E、 6509、 6509-E、
6509-NEB、 6509-NEB-A、および 6513 [6513 は Supervisor Engine 2 のみ ]） でスーパバイザ エンジンを二重化して構成できます。

スーパバイザ エンジンを二重化する と、 プライマ リ  スーパバイザ エンジンとスタンバイスーパバイザ エンジン間でプロ ト コ

ル ステート を同期し、 フェイルオーバーを 3 秒以内に抑え、 これによ り業界随一のネッ ト ワーク  アベイラビ リ ティを実現しま

す。 また、 スタンバイ  スーパバイザ エンジンはホッ ト スワ ップ可能で、 ネッ ト ワークの稼働時間が最大限に高ま り ます。 主要

なハイ  アベイラビ リ ティ機能は、 次のとおりです。

• スーパバイザエンジンの冗長化 ― プロ ト コル ステート を同期し、 HSRP および Uplink Fast をサポート

• 高速フェイルオーバーレート  ― 3 秒以内のステート フル フェイルオーバーと、 レイヤ 3 IP ユニキャス トおよびマルチキャ

ス ト  フェイルオーバー

• ホッ ト スワ ップ対応 ― スタンバイ  スーパバイザ エンジンはホッ ト スワ ップ可能

スケーラブルなパフォーマンス

Supervisor Engine 1A および 2 は、 32 ～ 256 Gbps の帯域幅で 15 ～ 210 Mpps のスケーラブルなパフォーマンスを実現し、マルチギ

ガビッ ト  ト ランクを必要とする高密度のワイヤリ ング クローゼッ トや高スループッ トのネッ ト ワーク  コアに対応しています。

Supervisor Engine 2 は、高度なレイヤ 3 サービスにも対応した高速検索を実行する CEF ルーティング アーキテクチャを使用し、

スイ ッチを通過するフローの数に関係なく、 集中スイ ッチングで 30 Mpps、 分散スイ ッチングで 210 Mpps のパフォーマンスを

維持します。

• Supervisor Engine 1A ― 32 Gbps の帯域幅で 15 Mpps のパフォーマンスを実現します。

• Supervisor Engine 2 ― 256 Gbps の帯域幅で、 集中スイ ッチングで 30 Mpps、 分散スイ ッチングで 210 Mpps のパフォーマン

スを実現します。

詳細については、 「表 2　Cisco Catalyst 6500 スーパバイザ エンジンの機能の比較」 を参照してください。

Supervisor Engine 1A

PFC

15 Mpps、 32 Gbps

一元的なレイヤ 2 フォワーディングとレイヤ 3 ～ 4
サービス

拡張セキュリテ ィ と QoS

エンタープライズ ワイヤリング クローゼッ ト

Supervisor Engine 1A

2GE

15 Mpps、 32 Gbps

一元的なレイヤ 2 フォワーディング

重要なワイヤリング クローゼッ ト

スーパバイザ エンジン パフォーマンス / 機能 推奨される配置
© 2005 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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ワイヤレートのト ラフ ィ ッ ク管理

Supervisor Engine 1A および 2 は、 コンテンツを保護するフォワーディング プロセスの一部と して、ACL ポ リシーの適用を含む

レイヤ 2、 3、 4 での QoS およびセキュ リティ  チェッ クによる、 ワイヤレートでの ト ラフ ィ ッ ク管理をサポート します。 この ト

ラフ ィ ッ ク管理機能によ り、ミ ッシ ョ ンク リ ティカルで時間の影響を受けやすく、広帯域を必要とするさまざまなマルチメディ

ア アプリ ケーシ ョ ンを伝送する統合型ネッ ト ワークを効率的に処理できます。

• レイヤ 2、レイヤ 3、およびレイヤ 4 のヘッダー情報に基づく、パケッ ト分類、マーキング、輻輳回避などの高度な QoS ツー

ルを使用できます。

• スイ ッチに搭載されている複数の送受信キューに対して、 スレッシュホールドを使用した QoS スケジューリ ングルールを

設定できます。

• レート制限を使用して、 フローベースまたは集約ベースできめ細かいト ラフ ィ ッ ク  ポ リシングが可能です。

詳細については、 「表 3　QoS 機能の比較」 を参照してください。

エンドツーエンドの管理ツール

Cisco Catalyst 6500 シ リーズ スイ ッチのエンドツーエンドのデバイス、VLAN、 ト ラフ ィ ッ ク、およびポ リシー管理については、

CiscoWorks2000 で設定および管理ができます。 Cisco Resource Manager は Web ベースの管理ツールであ り、 CiscoWorks2000 と

組み合わせるこ とで、 自動インベン ト リ収集、 ソフ ト ウェアの展開、 ネッ ト ワーク変更の ト ラ ッキング、 デバイスのアベイラ

ビ リ ティ表示、 およびエラー状況のすみやかな特定が可能です。

Supervisor Engine 1A および 2 には包括的な管理ツールが用意されており、ネッ ト ワークに必要な可視性と制御が確保されます。

• コンソール管理 ― モデムを経由してコンソールまたは AUX インターフェイスに接続されたローカル ターミナルまたはリ

モート  ターミナルから、 アウ トバンドで利用可能な Supervisor Engine 2 および MSFC2 への共通インターフェイスを提供し

ます。

• インバンド管理 ― SNMP、Telnet ク ライアン ト、BOOTP、Trivial File Transfer Protocol （TFTP; 簡易ファイル転送プロ ト コル）

を経由して、 インバンドで使用可能な Supervisor Engine 2 および MSFC2 への共通インターフェイスを提供します。

• SPAN ― スイ ッチ ト ラフ ィ ッ クの管理とモニタ リ ングが可能です。

• RSPAN ― 分散している複数のホス トおよびスイ ッチから リモートのスイ ッチまで、ト ランク  リ ンクを経由して ト ラフ ィ ッ

クを集約して送信するこ とで、 一元的な管理とモニタ リ ングが可能です。

• VACL キャプチャ  ― ACL を使用して、 ト ラフ ィ ッ クをネッ ト ワーク解析ポートに送信します。

詳細については、 「表 4　管理ツールの比較」 を参照してください。

包括的なセキュリテ ィ機能

Supervisor Engine 1A および 2 の高度なセキュ リティ機能によ り、 不正な攻撃の脅威を緩和しながら、 認証、 許可、 およびアカ

ウンティングを実行できます。 最大 32 K の ACL エン ト リ、 ハード ウェアに実装された IP/IPX セキュ リティ ACL、 およびポー

ト  セキュ リティなどの高度な機能をサポートするこ とで、 Supervisor Engine 1A および 2 は、 レイヤ 2 ～ 4 の優れたネッ ト ワー

ク  ト ラフ ィ ッ ク  セキュ リティ機能を提供します。

• レイヤ 2 のセキュ リティ機能 ― プライベート VLAN やポート  セキュ リティなどがあ り ます。ネッ ト ワークのパーティシ ョ

ンが正し く構築されるよ うに支援し、 スイ ッチ リ ソースの使用を制御します。

• レイヤ 2、 レイヤ 3、 およびレイヤ 4 のハードウェアフ ィルタ  ― フォワーディング エンジンで動作し、 オプシ ョ ンの統合

サービス  モジュールと組み合わせるこ とで、 各パケッ ト を検査し、 ネッ ト ワーク管理者のルールに従って、 ト ラフ ィ ッ ク

のス ト リームを許可または拒否できます。
© 2005 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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Supervisor Engine 1A および 2 のアーキテクチャ

Cisco Catalyst 6500 シ リーズ Supervisor Engine 1A および 2 は、 システム ソフ ト ウェアの保存と実行、 シャーシ内でのさまざま

なモジュールの制御、基本的なパケッ ト  フォワーディングの実行、および冗長化されたスーパバイザ エンジンとの接続が可能

なギガビッ ト  アップリ ンクの提供によ り、 システムを管理します。

Supervisor Engine 2 では、 よ り優れたフォワーディング方式が採用されています。 Supervisor Engine 1A の CPU はレイヤ 2 フォ

ワーディングを実行します。 しかし Supervisor Engine 2 では、 CEF および dCEF を実行するため、パフォーマンスが 2 倍になり

ます。 表 2 に示すよ うに、 Supervisor Engine 1A および 2 は、 フォワーディング アーキテクチャ、 パフォーマンス、 帯域幅、

DRAM とブート  フラ ッシュのサイズ、およびシャーシ、 PFC/PFC2、 MSFC2、 Switch Fabric Module （SFM; スイ ッチ ファブリ ッ

ク  モジュール） のサポートの有無など、 さまざまな相違点があ り、 ニーズに適した製品選択が可能です。

表 2 Cisco Catalyst 6500 スーパバイザ エンジンの機能の比較

PFC/PFC2 ドータ  カード、 MSFC2 ドータ  カード、および SFM を使用するこ とによ り、 Supervisor Engines 1A および 2 の機能が

向上します。

• PFC および PFC2 ― ハードウェア ベースのレイヤ 2、 レイヤ 3、 レイヤ 4 パケッ ト  フォワーディングを行う と と もに、 パ

ケッ ト分類、 ト ラフ ィ ッ ク管理、 ポ リシーの適用を行います。

• MSFC2 ― アドレス解決やルーティング プロ ト コルを含む、 レイヤ 3 コン ト ロール プレーン機能を実行します。

• SFM2 ― シャーシ内のすべてのスロ ッ トに 256 Gbps の専用帯域幅を提供し、 Supervisor Engine 2-MSFC2 を必要と します。

SFM2 は、 Supervisor Engine 720 を搭載したシャーシでは動作しません。

Supervisor Engine 2 Supervisor Engine 1A

機能

Supervisor Engine 2-PFC2
Supervisor Engine 2-MSFC2

Supervisor Engine 1A-2GE
Supervisor Engine 1A-PFC
Supervisor Engine 1A-MSFC

CEF あり ×

パフォーマンス 30 Mpps ― Supervisor Engine 2-PFC2 および

Supervisor Engine 2-MSFC2

最大 210 Mpps ― SFM および DFC を搭載した

Supervisor Engine 2-MSFC2

15 Mpps

最大帯域幅 256 Gbps （分散フォワーディ ングに対応） 32 Gbps

DRAM 128 MB、 256 MB、 512 MB 128 MB

オンボード  フラ ッシュ

（ブート フラ ッシュ）

32 MB 16 MB

サポート されるシャーシ 6006、6009、6503、6503-E、6506、6506-E、6509、
6509-E、 6509-NEB、 6509-NEB-A、 6513

7603、 7606、 7609、 OSR-7609、 7613

6006、6009、6503、6503-E、6506、6506-E、6509、
6509-E、 6509-NEB、 6509-NEB-A

7603、 7606、 7609、 OSR-7609

使用可能な PFC ドータ  カード あり （PFC2）、 Supervisor Engine 2 に標準装備 あり （PFC）、 購入後にアップグレード不可

使用可能な MSFC2 ドータ  カード あり、 購入後にアップグレード可能 あり、 購入後にアップグレード不可

サポート される SFM あり ×
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Policy Feature Card （ポリシー フ ィーチャ  カード） ― PFC および PFC2
PFC は、 QoS とポ リ シー ベースのインテ リジェン ト なネッ ト ワーキング機能を Cisco Catalyst 6500 シ リーズに提供します。 ハ

イエンドなワイヤ リ ング ク ローゼッ ト、バッ クボーン、データ  センター、および WAN エッジでは、 PFC の使用を推奨します。

PFC は、 ネッ ト ワーク管理者によって定義された ACL に基づいて適切な QoS プライオ リティ  レベルとセキュ リ ティ  ポ リシー

を適用し、 ト ラフ ィ ッ クを識別および分類します。 また、 許可されていないアプリ ケーシ ョ ンをネッ ト ワーク上で使用できな

いよ うにします。

Supervisor Engine PFC ドータ  カードは、Application Specific Integrated Circuit （ASIC; 特定用途向け IC） でパケッ ト  フォワーディ

ングの判断を行います。分散フォワーディング環境では、インターフェイス  モジュールの DFC ドータ  カード上にある ASIC に

よ り、 インターフェ イ ス  モジュールでパケッ ト  フォ ワーディ ングの判断をローカルに行 う こ とができます。 PFC または

Distributed Forwarding Card （DFC） によってどのインターフェイス  モジュールにフォワードするかが決定される と、 インター

フェイス  モジュールにその結果が送られ、こ こですべてのパケッ ト  バッファ リ ング、キューイング、および送信が行われます。

パケッ ト  フォワーディング以外にも、 PFC は次のよ うな機能をワイヤレートで実現します。

• レイヤ 3 パケッ ト分類 ― QoS アクセス制御エン ト リ を使用

• ト ラフ ィ ッ ク管理 （レート制限） ― 入力および出力ポリ シングを使用

• セキュ リ ティ  ポ リシーの適用 ― サブネッ ト または VLAN 内

• インテ リ ジェン ト なマルチキャス ト  フォワーディング ― マルチキャス ト  ス ト リームの効率的なレプリ ケーシ ョ ンを適切

なエンドユーザ ステーシ ョ ンに送信

• NetFlow データ  エクスポート  ― サブネッ ト間フローの IP フロー統計情報を収集

QoS
次の表に、 PFC および PFC2 QoS の機能を示します。

表 3 QoS 機能の比較

PFC2 PFC PFC なし

機能

Supervisor Engine 2-PFC2
Supervisor Engine 2-MSFC2

Supervisor Engine 1A-PFC
Supervisor Engine 1A-PFC/MSFC2 Supervisor Engine 1A-2GE

レイヤ 2 分類およびマーキング ○ ○ ○

レイヤ 3 分類およびマーキング /
Access Control Entry
（ACE; アクセス制御エン ト リ）

○

32 K
○

16 K
×

レート制限の場所 （ポート） 入力ポート、 VLAN 入力ポート、 VLAN ―

レート制限のレベル タイプ CIR1 、 PIR2

1. CIR = Committed Information Rate （認定情報レート）

2. PIR = Peak Information Rate （最大情報レート）

CIR ―

集約ベースのトラフ ィ ック レート

制限 / ポリサー数

○

1023 個

○

1023 個

×

レート制限方式 / レート数 Full flow 
64 レート

Full flow
64 レート

―
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管理ツール

次の表に、 Supervisor Engine 1A および 2 で使用できる管理ツールの比較を示します。

表 4 管理ツールの比較

セキュリテ ィ

表 5 に、 PFC および PFC2 のセキュ リティ機能を示します。

表 5 PFC および PFC2 のセキュリテ ィ機能の比較

PFC PFC なし

機能

Supervisor Engine 1A-PFC
Supervisor Engine 1A-PFC/MSFC2
Supervisor Engine 2-PFC2
Supervisor Engine 2-MSFC2 Supervisor Engine 1A-2GE

SPAN ○ ○

RSPAN ○ ×

ERSPAN × ×

VACL キャプチャ ○ ×

PFC2 使用 PFC 使用 PFC なし

機能

Supervisor Engine 2-PFC2
Supervisor Engine 2-MSFC2

Supervisor Engine 1A-PFC
Supervisor Engine 1A-PFC/MSFC2 Supervisor Engine 1A-2GE

ポート  セキュリテ ィ ○ ○ ○

TCP 代行受信ハードウェア 
アクセラレーシ ョ ン

○ ○ ×

IEEE 802.1X および 802.1X 拡張

機能

○ ○ ×

ハードウェアの IP セキュリテ ィ

ACL
○ ○ ×

ハードウェアのIPXセキュリティ

ACL
○ ○ ×

セキュリテ ィ ACL エン ト リ 32 K 16 K ×

再帰 ACL 128 K 512 K ×

Unicast Reverse Path 
Forwarding （uRPF） チェ ック

イン ハードウェア

○ × ×

CPU レート  リ ミ ッ タ 1 × ×
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Multilayer Switch Fabric Card 2 （マルチレイヤ スイッチ ファブリ ック  カード 2） ― MSFC2
MSFC2 は、 Supervisor 1A および Supervisor 2 でオプシ ョ ンと してサポート されており、 レイヤ 3 フォワーディング ルーティン

グ エンジンと して機能します。 レイヤ 3 フォワーディング ルーティング エンジンでは、 MSFC2 がソフ ト ウェアで Forwarding
Information Base （FIB; フォワーディング情報ベース） テーブルを構築し、 IP ユニキャス トおよびマルチキャス ト  ト ラフ ィ ッ ク

のフォワーディング判断を行う PFC または DFC 上の ASIC にこのテーブルをダウンロード します。 詳し くは、 「Cisco Express
Forwarding の概要」 を参照してください。

レイヤ 3 スイッチング

表 6 に、 MSFC2 レイヤ 3 スイ ッチングの機能を示します。

表 6 レイヤ 3 スイッチング機能の比較

注 ：最新のソフ ト ウェア バージ ョ ン情報については、 リ リース  ノート を参照してください。

Switch Fabric Module （スイッチ ファブリ ック  モジュール） ― SFM および SFM2
Cisco Catalyst 6500 シ リーズ SFM （WS-X6500-SFM） および SFM2 （WS-X6500-SFM2） は分散フォワーディングをサポートする

ために設計され、 システムあたり最大 256 Gbps の専用帯域幅を各スロ ッ トに提供します。

分散フォワーディングを機能させるためには、 インターフェイス  モジュールには Distributed Forwarding Card （DFC） が必要で

あ り、 Supervisor Engine 2-MSFC2 および SFM または SFM2、 あるいは Supervisor Engine 720 を搭載したシャーシに取り付ける

必要があ り ます。 SFM は、 Cisco Catalyst 6506、 6506-E、 6509、 6509-E、 6509-NEB、および 6509-NEB-A の各シャーシで動作し、

いずれのスロ ッ トにも取り付けるこ とができます。 SFM2 は、 6506、 6509、 6509-NEB、 6509-NEB-A、 6513、 7603、 7606、 7609、
OSR-7609、 および 7613 の各シャーシで動作し、 6513 と 7613 を除き、 いずれのスロッ トにも取り付けるこ とができます。 6513
と 7613 では、 スロ ッ ト 7 または 8 を使用する必要があ り ます。

Cisco Catalyst 6503 では、 SFM モジュールはサポート されていません。 これは、使用可能な 3 つのスロッ トの うち 2 つを使用し

てスーパバイザと SFM を設定したあとに、 1 つのスロ ッ トが空くためです。 ただし、 Supervisor 720 では、 1 つのモジュールに

スーパバイザ エンジンと スイ ッチ ファブ リ ッ クが統合されているため、 スロ ッ ト を効率よ く使用でき、 CEF256、 dCEF256、
aCEF720、 および dCEF720 の全機能を Cisco Catalyst 6503 シャーシ内で実現できます。

スイッチ ファブリ ック  モジュールのアーキテクチャ

SFM および SFM2 は、 8 Gbps の 2 つのシ リ アル チャネルを経由してスイ ッチ ファブ リ ッ クへのアクセスを提供し、 パッシブ

バッ クプレーンとは関係なく、モジュールですべてのスイ ッチングを実行します。詳し くは、「Distributed Cisco Express Forwarding
の概要」 を参照してください。

ハイ  アベイラビリテ ィ

単一のシステムに 2 つの SFM および SFM2 モジュールを搭載するこ とによ り、1 対 1 の冗長性を備えたハイ  アベイラビ リ ティ

機能を提供するこ とができます。 この場合、 一方の SFM または SFM2 が動作し、 も う一方はバッ クアップと して機能します。

注 ： SFM および SFM2 は、 Supervisor Engine 720 を搭載したシャーシでは動作しません。

MSFC2 MSFC2 なし MSFC2 なし

機能

Supervisor Engine 1A-PFC/MSFC2
Supervisor Engine 2-MSFC2 Supervisor Engine 2-PFC2

Supervisor Engine 1A-2GE
Supervisor Engine 1A-PFC

IPv4 ルーティング ○ ○、 MSFC2 のアップグレード ×、 アップグレード不可

MPLS ○、 OSM 経由 ○、 OSM 経由 ×

IPv6 ○、 ソフ トウェア （Supervisor 
Engine 2-MSFC2 のみ）

×、 MSFC2 のアップグレードが

必要

×
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Supervisor Engine 2-MSFC2
Classic インターフェイス  モジュール、 CEF256 インターフェイス  モジュール、 および dCEF256 インターフェイス  モジュール

を導入しているディ ス ト リ ビューシ ョ ン / コアでの使用に適しています。Supervisor Engine 2-MSFC2 は、レイヤ 2 ～ 4 フォワー

ディングを行い、 次のよ うな運用上の利点があ り ます。

• レイヤ 2 ～ 4 フォワーディング ― レイヤ 2 ～ 4 機能を使用して、 レイヤ 2 ～ 4 フォワーディングを行います。 dCEF256 イ

ンターフェイス  モジュールをサポート します。

• MAC （メディア アクセス制御） アドレス  ― 128 K

• フォワーディング レート  ― システムあたり最大 30 Mpps

• 帯域幅 ― システムあたり 32 Gbps、 シャーシに SFM が搭載されている場合は 256 Gbps

• レイヤ 2 およびレイヤ 3 の ト ラフ ィ ッ ク分類およびマーキング ― レイヤ 2 およびレイヤ 3 （詳細は、 「表 3　QoS 機能の比

較」 を参照）

• マルチレイヤ （レイヤ 3） スイ ッチング ― IPv4 でサポート （詳細は表 6 を参照）

• 分散フォワーディング ― SFM および DFC を搭載したインターフェイス  モジュールが必要（詳細は「Distributed Cisco Express
Forwarding の概要」 を参照）

• オペレーティングシステム ― Cisco Catalyst OS + MSFC の Cisco IOS、 および Cisco IOS ソフ ト ウェア

• 管理ツール ― SPAN、 RSPAN、 VACL キャプチャ

• DRAM ― 128、 256、 512 MB

• オンボード  フラ ッシュ （ブート フラ ッシュ） ― 32 MB

• サポート されるシャーシ ― Cisco Catalyst 6006、 6009、 6503、 6503-E、 6506、 6506-E、 6509、 6509-E、 6509-NEB、 6509-NEB-A、

および 6513 ： 7603、 7606、 7609、 OSR-7609、 および 7613

• スロ ッ ト要件 ― すべてのシャーシのスロ ッ ト 1 または 2

• アップグレードのサポート  ― 対処不要

図 3 Cisco Catalyst 6500 シリーズ Supervisor Engine 2-MSFC2

Supervisor Engine 2-PFC2
Classic インターフェイス  モジュールおよびCEF256 インターフェイス  モジュールが導入されたワイヤ リ ング ク ローゼッ トでの

使用に適しています。 Supervisor Engine 2-PFC2 は、 基本的なレイヤ 2 フォワーディングを行い、 次のよ うな運用上の利点があ

り ます。

• レイヤ 2 フォワーディング ― レイヤ 2 ～ 4 機能を使用して、 レイヤ 2 フォワーディングを行います。 レイヤ 3 およびレイ

ヤ 4 フォワーディングをサポートするには、 MSFC2 をアップグレードする必要があ り ます。

• MAC アドレス  ― 128 K
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• フォワーディング レート  ― システムあたり最大 30 Mpps

• 帯域幅 ― システムあたり 32 Gbps、 シャーシに SFM が搭載されている場合は 256 Gbps

• レイヤ 2 およびレイヤ 3 の ト ラフ ィ ッ ク分類およびマーキング ― レイヤ 2 およびレイヤ 3 （詳細は、 「表 3　QoS 機能の比

較」 を参照）

• マルチレイヤ （レイヤ 3） スイ ッチング ― MSFC2 のアップグレードが必要 （詳細は表 6 を参照）

• 分散フォワーディング ― MSFC2 のアップグレード、SFM、および DFC を搭載したインターフェイス  モジュールが必要（詳

細は 「Distributed Cisco Express Forwarding の概要」 を参照）

• オペレーティング システム ― Cisco Catalyst OS のみ（Cisco IOS ソフ ト ウェアは、MSFC2 のアップグレードによ りサポート ） 

• 管理ツール ― SPAN、 RSPAN、 VACL キャプチャ

• DRAM ― 128、 256、 512 MB

• オンボード  フラ ッシュ （ブート フラ ッシュ） ― 32 MB

• サポート されるシャーシ ― Cisco Catalyst 6006、 6009、 6503、 6503-E、 6506、 6506-E、 6509、 6509-E、 6509-NEB、 6509-NEB-A、

および 6513 ： 7603、 7606、 7609、 OSR-7609、 および 7613

• スロ ッ ト要件 ― すべてのシャーシのスロ ッ ト 1 または 2

• アップグレードのサポート  ― MSFC2 のアップグレード

Supervisor Engine 1A-PFC/MSFC2
Classic インターフェイス  モジュールが導入されたディ ス ト リ ビューシ ョ ン / コアでの使用に適しています。 Supervisor Engine
1A-PFC/MSFC2 は、 レイヤ 2 ～ 4 フォワーディングを行い、 次のよ うな運用上の利点があ り ます。

• レイヤ 2 ～ 4 フォワーディング ― レイヤ 2 ～ 4 機能を使用して、 レイヤ 2 ～ 4 フォワーディングを行います。

• MAC アドレス  ― 128 K

• フォワーディング レート  ― システムあたり最大 15 Mpps

• 帯域幅 ― システムあたり 32 Gbps

• レイヤ 2 およびレイヤ 3 の ト ラフ ィ ッ ク分類およびマーキング ― レイヤ 2 およびレイヤ 3 （詳細は、 「表 3　QoS 機能の比

較」 を参照）

• マルチレイヤ （レイヤ 3） スイ ッチング ― IPv4 でサポート （詳細は表 6 を参照）

• 分散フォワーディング ― サポート対象外

• オペレーティング システム ― Cisco Catalyst OS と MSFC の Cisco IOS、 および Cisco IOS ソフ ト ウェア

• 管理ツール ― SPAN、 RSPAN、 VACL キャプチャ

• DRAM ― 128 MB

• オンボード  フラ ッシュ （ブート フラ ッシュ） ― 16 MB

• サポート されるシャーシ ― Cisco Catalyst 6006、 6009、 6503、 6503-E、 6506、 6506-E、 6509、 6509-E、 6509-NEB、 6509-NEB-A
（6513 はサポート対象外） ： 7603、 7606、 7609、 OSR-7609 （7613 はサポート対象外）

• スロ ッ ト要件 ― すべてのシャーシのスロ ッ ト 1 または 2

• アップグレードのサポート  ― なし
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図 4 Cisco Catalyst 6500 シリーズ Supervisor Engine 1A-PFC/MSFC2

Supervisor Engine 1A-PFC
Classic インターフェイス  モジュールが導入されたワイヤリ ング クローゼッ トでの使用に適しています。Supervisor Engine 1A-PFC
は、 基本的なレイヤ 2 フォワーディングを行い、 次のよ うな運用上の利点があ り ます。

• レイヤ 2 フォワーディング ― レイヤ 2 ～ 4 機能を使用して、 基本的なレイヤ 2 フォワーディングを行います。

• MAC アドレス  ― 128 K

• フォワーディング レート  ― システムあたり最大 15 Mpps

• 帯域幅 ― システムあたり 32 Gbps

• レイヤ 2 およびレイヤ 3 の ト ラフ ィ ッ ク分類およびマーキング ― レイヤ 2 およびレイヤ 3 （詳細は、 「表 3　QoS 機能の比

較」 を参照）

• マルチレイヤ （レイヤ 3） スイ ッチング ― サポート対象外

• 分散フォワーディング ― サポート対象外

• オペレーティング システム ― Cisco Catalyst OS のみ

• 管理ツール ― SPAN、 RSPAN、 VACL キャプチャ

• DRAM ― 128 MB

• オンボード  フラ ッシュ （ブート フラ ッシュ） ― 16 MB

• サポート されるシャーシ ― Cisco Catalyst 6006、 6009、 6503、 6503-E、 6506、 6506-E、 6509、 6509-E、 6509-NEB、 6509-NEB-A
（6513 はサポート対象外） ： 7603、 7606、 7609、 OSR-7609 （7613 はサポート対象外）

• スロ ッ ト要件 ― すべてのシャーシのスロ ッ ト 1 または 2

• アップグレード  ― なし
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図 5 Cisco Catalyst 6500 シリーズ Supervisor Engine 1A-PFC

Supervisor Engine 1A-2GE
Classic インターフェイス モジュールが導入された、ワイヤリ ング クローゼッ トでの使用に適しています。Supervisor Engine 1A-2GE
は、 基本的なレイヤ 2 フォワーディングを行い、 次のよ うな運用上の利点があ り ます。

• レイヤ 2 フォワーディング ― レイヤ 4 機能を使用して、 レイヤ 2 フォワーディングを行います。

• MAC アドレス  ― 128 K

• フォワーディング レート  ― システムあたり最大 15 Mpps

• 帯域幅 ― システムあたり 32 Gbps

• レイヤ 2 およびレイヤ 3 の ト ラフ ィ ッ ク分類およびマーキング ― レイヤ 2 のみ、 アップグレードによるレイヤ 3 のサポー

ト不可 （詳細は、 「表 3　QoS 機能の比較」 を参照）

• マルチレイヤ （レイヤ 3） スイ ッチング ― サポート対象外

• 分散フォワーディング ― サポート対象外

• オペレーティング システム ― Cisco Catalyst OS のみ

• 管理ツール ― SPAN のみ

• DRAM ― 64 MB

• オンボード  フラ ッシュ （ブート フラ ッシュ） ― 16 MB

• サポート されるシャーシ ― Cisco Catalyst 6006、 6009、 6503、 6503-E、 6506、 6506-E、 6509、 6509-E、 6509-NEB、 6509-NEB-A
（6513 はサポート対象外） ： 7603、 7606、 7609、 OSR-7609 （7613 はサポート対象外）

• スロ ッ ト要件 ― すべてのシャーシのスロ ッ ト 1 または 2

• アップグレードのサポート  ― なし

Cisco Express Forwarding の概要

Cisco Express Forwarding （CEF） は、 現在の企業ネッ ト ワークやサービス  プロバイダー ネッ ト ワークで一般的に扱われる短時

間のト ラフ ィ ッ ク  フローを大量に処理するこ とを目的に、 フォワーディングのスケーラビ リティおよびパフォーマンスを向上

させたレイヤ 3 技術です。 短時間のト ラフ ィ ッ ク  フロー、 Web ベースの ト ラフ ィ ッ ク、 またはインタラ クティブな ト ラフ ィ ッ

クを大量に処理するために、 CEF はすべてのパケッ ト をハード ウェアで処理し、 スイ ッチを通過するフロー数に関係なく フォ

ワーディング レート を維持します。
© 2005 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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CEF のレイヤ 3 フォワーディング エンジンは、ハード ウェア ベースのレイヤ 2 およびレイヤ 3 フォワーディング、ACL チェッ

ク、 QoS のポリシングとマーキング、 および NetFlow 統計情報の収集などと と もに、 Cisco Catalyst 6500 シ リーズのスーパバイ

ザ エンジンに搭載された PFC2 または PFC3 上に実装されています。

CEF アーキテクチャは、 Cisco IOS ソフ ト ウェアが作成するルーティング テーブルを使用して、 インターフェイスおよびルー

ティング プロ ト コルを定義し、 CEF テーブルを作成します。 CEF テーブルは、ユーザ ト ラフ ィ ッ クがスイ ッチを経由して送信

される前にハードウェアのフォワーディング エンジンにダウンロード されます。 CEF アーキテクチャは、 レイヤ 3 のフォワー

ディング判断に必要なルーティング プレフ ィ クスのみを CEF テーブルに書き込み、 ルーティング プロ ト コルに応じてルート

を選択します。 シンプルな CEF テーブル検索を行う こ とによ り、 スイ ッチはスイ ッチを通過するフロー数に関係なく、 ワイヤ

レートでパケッ ト をフォワード します。

CEF ベースによるフォワーディングのための要件 ： Cisco Catalyst Supervisor Engine 2 または Cisco Catalyst Supervisor Engine 720
が必要です。

Distributed Cisco Express Forwarding の概要

Distributed Cisco Express Forwarding （dCEF） では、 インターフェイス  モジュール上の複数のフォワーディング エンジンが個別

にフォワーディングを判断して並列に処理します。 これによ り、 Cisco Catalyst 6500 シ リーズは業界最高水準のフォワーディン

グ レート を実現できます。 dCEF を使用する と、 インターフェイス  モジュール上でフォワード処理が並列に実行され、 同時に

動作するフォワーディング エンジンを集約する と最大 400 Mpps のシステム性能が得られます。

集中スイ ッチングを行う PFCx と同じ ASIC を使用しているため、インターフェイス  モジュール上の DFC は 2 つのポート間で、

直接またはスイ ッチ ファブリ ッ クを経由して、 パケッ トのフォワーディングを行う こ とができます。 この場合、 スーパバイザ

エンジンは使用されません。DFC では、すべてのフォワーディング テーブルを備えた専用のフォワーディング エンジンが各イ

ンターフェイス  モジュール上にあ り ます。 dCEF フォワーディングは次のよ うに動作します。

• 標準的な CEF フォワーディングの場合、 スイ ッチがユーザ ト ラフ ィ ッ クを受信する前に、 スーパバイザ エンジン上のセン

ト ラル PFC3 およびインターフェイス  モジュール上の DFC エンジンに対して、フォワーディング テーブルから CEF 情報を

ロード します。

• パケッ トがインターフェイス  モジュールに到達する と、 DFC エンジンがパケッ ト を検査し、 CEF テーブルの情報 （レイヤ

2、 レイヤ 3、 ACL、 および QoS を含む） を使用して、 ハード ウェア ベースでそのパケッ トに対するフォワーディング判断

を行います。

• dCEF エンジンは、 レイヤ 2 と レイヤ 3 フォワーディング、 ACL、 QoS のポ リシングとマーキング、 および NetFlow など、

そのモジュール上のすべての ト ラフ ィ ッ クフォワーディング処理をハード ウェアベースで実行します。

• DFC がスイ ッチングの判断をすべてローカルで実行するため、スーパバイザエンジンはすべてのフォワーディング処理から

解放され、 ルーティング、 管理、 およびネッ ト ワーク  サービスなどの他のソフ ト ウェア ベースの処理を実行できます。
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図 6 dCEF のパケッ ト  フロー

dCEF によるフォワーディングのための要件 ： dCEF720 インターフェイスモジュールには、 Cisco Catalyst Supervisor Engine 720
が必要です。 dCEF256 インターフェイス  モジュールには、 Cisco Catalyst Supervisor Engine 720、 または Cisco Catalyst Supervisor
Engine 2-MSFC2 および SFM が必要です。

ソフ トウェア要件

スーパバイザ エンジンでは、 設定によって次の 1 つまたは複数のオペレーティング システムで動作します。

• スーパバイザ エンジンに対応した Cisco IOS ソフ ト ウェア （ネイティブの Cisco IOS ソフ ト ウェア）

• Cisco Catalyst OS ソフ ト ウェア

• Cisco Catalyst OS ソフ ト ウェアおよび MSFC の Cisco IOS ソフ ト ウェア （ハイブリ ッ ド）

注 ：最新のソフ ト ウェア バージ ョ ン情報については、 リ リース  ノート を参照してください。
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発注情報

表 7 に、 Supervisor Engine 1A および 2 の発注に関する情報を示します。

表 7 発注の際に使用する製品番号

寸法

• 高さ×幅×奥行 ： 4.0 × 37.9 × 40.3 cm （1.6 × 15.3 × 16.3 インチ）

環境条件

• 動作温度 ： 0 ～ 40°C （32 ～ 104°F）

• 保管温度 ： –40 ～ 75°C （–40 ～ 167°F）

• 相対湿度 ： 10 ～ 90% （結露しないこ と）

• 適合規格

安全規格認定

• UL 1950

• EN 60950

• CSA-0C22.2 No. 950

• IEC 950

製品番号 説明

WS-X6K-SUP1A-2GE Cisco Catalyst 6500 Supervisor Engine 1A、 2GE

WS-X6K-SUP1A-PFC Cisco Catalyst 6500 Supervisor Engine 1A、 2GE、 PFC を装備

WS-X6K-S1A-MSFC2 Cisco Catalyst 6500 Supervisor Engine 1A、 2GE、 MSFC-2 および PFC を装備

WS-X6K-S2-PFC2 Cisco Catalyst 6500 Supervisor Engine 2、 2GE、 PFC-2 を装備

WS-X6K-S2-MSFC2 Cisco Catalyst 6500 Supervisor Engine 2、 2GE、 MSFC-2/PFC-2 を装備

WS-X6K-S1A-MSFC2 Supervisor Engine 1A、 PFC + MSFC2 を装備

WS-X6K-S1A-MSFC2= Supervisor Engine 1A、 PFC + MSFC2= を装備

WS-X6K-S1A-MSFC2/2 Supervisor Engine 1A、 PFC + MSFC2/2 を装備

WS-F6K-MSFC2 Cisco Catalyst 6500 Multilayer Switch Feature Card 2

MEM-MSFC2-128MB= Cisco Catalyst 6500 MSFC2 メモリ、 128 MB DRAM （交換用）

MEM-MSFC2-256MB Cisco Catalyst 6500 MSFC2 メモリ、 256 MB DRAM （オプシ ョ ン）

MEM-MSFC2-256MB= Cisco Catalyst 6500 MSFC2 メモリ、 256 MB DRAM （交換用）

MEM-MSFC2-512MB Cisco Catalyst 6500 MSFC2 メモリ、 512 MB DRAM （オプシ ョ ン）

MEM-MSFC2-512MB= Cisco Catalyst 6500 MSFC2 メモリ、 512 MB DRAM （交換用）

WS-X6500-SFM Cisco Catalyst 6500 Switch Fabric Module

WS-X6500-SFM2 Cisco Catalyst 6500 Switch Fabric Module 2
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電磁波放射認定

• FCC 15J ク ラス A

• VCCI CE II

• CE マーキング

• EN 55022 ク ラス B

• CISPR 22 ク ラス B

テクニカル サポート  サービス

お客様の企業規模、 あるいは一般企業かサービス  プロバイダーかにかかわらず、 シスコシステムズはお客様のネッ ト ワークに

対する投資を最大限に活かせるよ うサポート します。 シスコ製品を効率的に運用してハイ  アベイラビ リ ティを維持する と と も

に、最新のシステム ソフ ト ウェアの利点を活用していただけるよ う、シスコでは豊富なテクニカル サポート  サービスを用意し

ています。

シスコのテクニカル サポート  サービスは、 次のサービスを提供しています。 こ う したサービスを利用するこ とで、 ネッ ト ワー

クへの投資を保護し、 ミ ッシ ョ ンク リ テ ィカルなアプリ ケーシ ョ ンが稼働しているシステムの停止時間を最小限に抑えるこ と

が可能になり ます。

• シスコのネッ ト ワーク専門家がオンラインおよび電話で対応します。

• 不具合が発生した場合の対応だけでなく、稼働中のネッ ト ワークの運用に不可欠なソフ ト ウェアのアップデート とアップグ

レードによるプロアクティブなサポート体制を用意します。

• 必要に応じてシスコの専門的な知識と リ ソースを利用できるよ うにします。

• お客様の運用技術スタ ッフを強化して、 生産性を向上させます。

• リモートでのテクニカル サポートに加え、 現場でのハードウェア交換を実施します。

シスコでは、 次のよ うな豊富なテクニカル サポート  サービスを用意しています。

• Cisco SMARTnet™ サポート

• Cisco SMARTnet Onsite サポート

• Cisco Software Application Services （Software Application Support および Software Application Support plus Upgrades など）

詳細は、 次の URL を参照して ください。

http://www.cisco.com/jp/service/contact/

Cisco Catalyst 6500 シリーズに関する詳細情報

Cisco Catalyst 6500 シ リーズ、 スーパバイザ エンジン、 インターフェイス  モジュール、 SFM、 およびサービス  モジュールにつ

いては、 次の URL を参照して ください。

http://www.cisco.com/jp/product/hs/switches/cat6500/
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